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～
あ
な
た
の
大
切
な
ま
ち
や
人
を
自
分
の
手
で
守
り
ま
せ
ん
か
～

消
防
団
員

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
は
、
消
防
団
と
は
ど
の

よ
う
な
組
織
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

消
防
団
と
は
、
地
域
の
人
で
構

成
さ
れ
る
組
織
で
、
火
災
発
生
時

の
消
火
活
動
や
、
災
害
発
生
時
に

は
救
助
活
動
や
避
難
誘
導
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

滝
川
市
に
は
女
性
分
団
も
合
せ

て
８
つ
（
12
月
１
日
か
ら
統
合
に

よ
り
７
つ
）
の
分
団
が
あ
り
、
96

消
防
団
の
活
動

消
防
団
の
活
動

消防団の訓練消防団の訓練
　消防団は、いつどこで起こるか分からない火災や　消防団は、いつどこで起こるか分からない火災や
災害などに備えて、日々の訓練は欠かせません。災害などに備えて、日々の訓練は欠かせません。
　では、消防団はどのような訓練をしているので　では、消防団はどのような訓練をしているので
しょうか。第一分団の訓練を取材しました。しょうか。第一分団の訓練を取材しました。

　訓練は月に１回の頻度で行っています。　訓練は月に１回の頻度で行っています。
　消防団員は、日中仕事をしている人が多いので、　消防団員は、日中仕事をしている人が多いので、
19 時から訓練を開始します。19 時から訓練を開始します。
　消防職員や先輩の団員から、消火方法など丁寧に　消防職員や先輩の団員から、消火方法など丁寧に
教えてもらえるので、初心者でも安心して訓練に参教えてもらえるので、初心者でも安心して訓練に参
加することができます。加することができます。

滝
川
消
防
団
の
行
事

滝
川
消
防
団
の
行
事

活躍の現場から活躍の現場から

特　集特　集

防火服に着替え、点
呼をとって訓練開始。
分団長から訓練内容
の説明を聞き、団員
は素早く準備に取り
掛かります。

消火活動を行うため
の、放水訓練です。
消防職員の指導の下、
一人が的を狙って放
水し、もう一人がホー
スを支えてサポート
します。

消防職員から、ポンプ
車にホースをつなぐ
際の説明を受けてい
ます。効率よく消火
活動を行うためには、
正しい器具の操作が
欠かせません。

密着

　
消
防
団
の
１
年
は
、
ど
う
い
っ
た
行
事

　
消
防
団
の
１
年
は
、
ど
う
い
っ
た
行
事

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
主
な
イ
ベ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

　
主
な
イ
ベ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

紹
介
し
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。

２２

５５

６６

７７

８８

９９

人
（
10
月
１
日
現
在
）
の
消
防
団

員
が
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
と
聞
い
て
、「
火
災
現

場
で
危
険
な
作
業
が
多
い
ん
で

し
ょ
う
？
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
の
か
な
？
」
と
思
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
を
守

る
消
防
団
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝

え
し
ま
す
。

１１

■■はしごに登り技を
披露する登

と て い
梯と総監に

向け敬礼する団員一同
（消防出初式）■放水体
験で、子どもが団員と
一緒に的をめがけて放
水（防火フェスティバ
ル）■■火災を想定し
た放水や操法訓練を行
い団員の日頃の訓練の
成果を披露（消防演習）

■地域の人が安心して
暮らせるよう、高齢者
世帯等を除雪 ■■団
員全員の足並みのそ
ろった見事な整列と行
進（消防演習）■女性
分団員が AED を使い
　心肺蘇生の方法をレ
クチャー（救命講習）

１１

３３

４４

消防団
の

消防団
の

　実際に消防団は、現場でどのような活躍をし　実際に消防団は、現場でどのような活躍をし
ているのでしょうか。ているのでしょうか。
　　近年では、飲食店ビル火災や工場での火災、近年では、飲食店ビル火災や工場での火災、
住宅火災の際に消防団員に招集がかかりました。住宅火災の際に消防団員に招集がかかりました。
　現場では延焼防止のための放水や、消火栓か　現場では延焼防止のための放水や、消火栓か
ら水を引っ張ってくるなど消防士の後方支援をら水を引っ張ってくるなど消防士の後方支援を
行い、これらの火災は無事に鎮火することがで行い、これらの火災は無事に鎮火することがで
きました。きました。

消防演習

消防の活動を多くの方に消防の活動を多くの方に
知ってもらうためのイベ知ってもらうためのイベ
ントです。ントです。
放水体験や、なりきり消放水体験や、なりきり消
　防士など楽しい催しが　防士など楽しい催しが
　　いっぱいです。　　いっぱいです。

空気が乾燥し、火災が発空気が乾燥し、火災が発
生しやすくなる春と秋に、生しやすくなる春と秋に、
火災の発生防止と被害軽火災の発生防止と被害軽
減のため、街頭啓発や住減のため、街頭啓発や住
　宅用火災警報器の点　宅用火災警報器の点
　　　検を行います。　　　検を行います。

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

月
例
訓
練

　
消
防
団
は
、
火
災
や
災
害
が
発
生

　
消
防
団
は
、
火
災
や
災
害
が
発
生

し
た
時
に
備
え
て
、
毎
月
訓
練
を

し
た
時
に
備
え
て
、
毎
月
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
で
は
、
消
火
の
た
め
に
必
要

　
訓
練
で
は
、
消
火
の
た
め
に
必
要

な
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

な
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

火
災
予
防
運
動

歳
末
警
戒

　
各
家
庭
を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災

　
各
家
庭
を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
が
適
切
に
設
置
し
て
あ

警
報
器
な
ど
が
適
切
に
設
置
し
て
あ

る
か
点
検
し
た
り
、
防
火
指
導
を

る
か
点
検
し
た
り
、
防
火
指
導
を

行
っ
た
り
し
て
、
防
火
意
識
を
高
め

行
っ
た
り
し
て
、
防
火
意
識
を
高
め

る
た
め
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

る
た
め
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

消
防
出
初
式

　

火
災
予
防
意
識
の
普
及
の
た
め

　

火
災
予
防
意
識
の
普
及
の
た
め

に
、
毎
年
１
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
新

に
、
毎
年
１
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
新

春
の
恒
例
行
事
で
す
。

春
の
恒
例
行
事
で
す
。

　
出
初
式
で
は
、
消
防
団
員
が
行
う

　
出
初
式
で
は
、
消
防
団
員
が
行
う

伝
統
的
な
登
梯
の
演
技
が
披
露
さ
れ

伝
統
的
な
登
梯
の
演
技
が
披
露
さ
れ

ま
す
。

ま
す
。

救
命
講
習

　
万
が
一
の
事
態
が
目
の
前
で
起
き

　
万
が
一
の
事
態
が
目
の
前
で
起
き

た
と
き
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

た
と
き
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

適
切
に
対
処
い
た
だ
く
た
め
、
応
急

適
切
に
対
処
い
た
だ
く
た
め
、
応
急

手
当
の
方
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

手
当
の
方
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

な
ど
を
教
え
る

な
ど
を
教
え
る
講
習
会
を
行
っ
て
い

講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

消防団が日頃の訓練の成果消防団が日頃の訓練の成果
を発揮し、地域を守るためを発揮し、地域を守るため
の力を確認するイベントでの力を確認するイベントで
す。す。
本番さながらの放水訓練な本番さながらの放水訓練な
　どが披露されます。　どが披露されます。

２２３３

４４

５５６６

７７

８８９９

春・秋の
火災予防運動

１

２

３

　
消
防
団
は
、
市
内
で
大
き
な
火
災

　
消
防
団
は
、
市
内
で
大
き
な
火
災

が
起
こ
っ
た
際
の
消
火
活
動
の
後
方

が
起
こ
っ
た
際
の
消
火
活
動
の
後
方

支
援
を
行
う
ほ
か
、
風
水
害
等
が
発

支
援
を
行
う
ほ
か
、
風
水
害
等
が
発

生
し
た
場
合
は
、
河
川
水
位
の
警
戒

生
し
た
場
合
は
、
河
川
水
位
の
警
戒

や
浸
水
被
害
に
備
え
て
土
の
う
積
み

や
浸
水
被
害
に
備
え
て
土
の
う
積
み

を
行
い
ま
す
。

を
行
い
ま
す
。

　
地
震
が
発
生
し
た
際
や
、
山
で
遭

　
地
震
が
発
生
し
た
際
や
、
山
で
遭

難
者
が
出
た
場
合
に
は
、
捜
索
・
救

難
者
が
出
た
場
合
に
は
、
捜
索
・
救

助
活
動
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

助
活
動
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

火
災
、
風
水
害
、
地
震

発
生
時
の
出
動
・
捜
索

災
害
対
応
を
行
い

災
害
対
応
を
行
い

ま
す
。

ま
す
。

　

消
防
団
員
へ
の

　

消
防
団
員
へ
の

出
動
要
請
は
強
制

出
動
要
請
は
強
制

で
は
な
く
、
出
動

で
は
な
く
、
出
動

で
き
る
人
が
、
で

で
き
る
人
が
、
で

き
る
時
に
や
る
と

き
る
時
に
や
る
と

い
う
も
の
が
基
本

い
う
も
の
が
基
本

で
す
。

で
す
。

４･10４･10
　月　月

防火
フェスティバル８月８月

６月６月
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【
特
集
】　
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
　
お
わ
り

【
特
集
】　
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
　
お
わ
り

　
消
防
団
に
入
団
す
る
た
め
に
は
、
次
の
条
件

　
消
防
団
に
入
団
す
る
た
め
に
は
、
次
の
条
件

に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
の
入
団
条
件

消
防
団
の
入
団
条
件

　

消
防
団
は
、
地
域
の
消
防
力
・
防
災
力

の
向
上
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

そ
の
活
動
は
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、

消
防
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
防

火
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
な
ど
多
岐
に
渡

り
ま
す
。

　
そ
の
分
、
消
防
団
で
培
っ
た
知
識
や
経

験
、
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
き
る

機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
を
支
え
る
福
利
厚
生
も
充

実
し
て
い
て
、
金
銭
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
の

ほ
か
、
年
に
一
度
家
族
慰
安
会
も
開
催
さ

れ
団
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
大
切
な
ま
ち
を
守
る
た
め

に
、
消
防
団
の
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

□□□□□
市
内
在
住
者

心
身
と
も
に
健
康
な
18
歳
以
上
50
歳

以
下
の
方

長
く
消
防
団
に
従
事
で
き
る
方

人
と
関
わ
る
の
が
好
き
な
方

反
社
会
勢
力
と
関
わ
り
の
な
い
方

活動服・防火服・雨衣など
の装備品一式は、貸与され
ますので購入費はかかりま
せん！

消
防
団
の

消
防
団
の

※※��

各
分
団
に
は
定
数
が
あ
る
た
め
、
ご
希
望
に

各
分
団
に
は
定
数
が
あ
る
た
め
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

滝川消防団の代表として
出場した北海道操法訓練
大会では、見事３位に！

防火フェスティバルで
は、救命体験コーナーを
担当しました！

こんなに手厚い福利厚生こんなに手厚い福利厚生

　消防団の身分は、非常勤の特別職地方公務員です。　消防団の身分は、非常勤の特別職地方公務員です。
　報酬は、団に所属していることでもらえる「　報酬は、団に所属していることでもらえる「年額報酬年額報酬」と、出動する」と、出動する
ことでもらえる「ことでもらえる「出動報酬出動報酬」の２種類があります。災害対応などを行う」の２種類があります。災害対応などを行う
と報酬が支払われ、活動中けがを負った場合には、「と報酬が支払われ、活動中けがを負った場合には、「公務災害補償公務災害補償」の」の
対象となります。対象となります。
　また、５年以上勤めた団員は勤務年数・役職に応じて「　また、５年以上勤めた団員は勤務年数・役職に応じて「退職報償金退職報償金」」
を受け取ることができるなど、福利厚生が充実しています。を受け取ることができるなど、福利厚生が充実しています。
　年額報酬と出動報酬は、費用弁償なので一定の金額までは　年額報酬と出動報酬は、費用弁償なので一定の金額までは非課税非課税です。です。

こ
こ
が

す
ご
い
！
入
っ
て

入
っ
て

良
か
っ
た

良
か
っ
た

消
防
団
！

消
防
団
！

災害対応・防災・救急の災害対応・防災・救急の
知識や技術が身につく知識や技術が身につく

　火災対応訓練や応急手当普及活動など、防火防災、応急手当に関する　火災対応訓練や応急手当普及活動など、防火防災、応急手当に関する
知識を学ぶため、災害発生時だけでなく、日常起こり得る突発的な事故知識を学ぶため、災害発生時だけでなく、日常起こり得る突発的な事故
にも落ち着いて対応できます。にも落ち着いて対応できます。

地域との絆が深められる地域との絆が深められる

　消防団は、地域の住民で構成され、幅広い年代、多様な職種の人が「自　消防団は、地域の住民で構成され、幅広い年代、多様な職種の人が「自
らの地域は自らで守る」という同じ志を持っています。らの地域は自らで守る」という同じ志を持っています。
　訓練やイベントで、日常ではあまり触れ合う機会がない人とも交流す　訓練やイベントで、日常ではあまり触れ合う機会がない人とも交流す
ることができるので、地域の方々との絆を深めることができます。ることができるので、地域の方々との絆を深めることができます。

年額報酬

36,50036,500円 /年円 / 年
「団員」階級「団員」階級 階級によっ階級によっ

て金額は異て金額は異
なります。なります。

出動報酬
災害出動災害出動

8,0008,000円円

訓練等訓練等

3,0003,000円円

会議出席会議出席

2,0002,000円円

　
消
防
士
は
常
勤
の
公
務
員
で
消

　
消
防
士
は
常
勤
の
公
務
員
で
消

防
署
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

防
署
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
消
防
団
員
は
普
段
は
別

　
一
方
、
消
防
団
員
は
普
段
は
別

の
仕
事
を
持
ち
、
火
災
や
災
害
発

の
仕
事
を
持
ち
、
火
災
や
災
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活
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活
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別
職
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方
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火
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行
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行
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い
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す
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消
防
団
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消
防
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の
違
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か
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り
ま
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で
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ど
う
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て
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外
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ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
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て
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外
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用
事
が
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時
や
、
遠
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事
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時
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、
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に
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に
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い
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ご
安
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さ
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あなたもあなたも
滝川を守る滝川を守る
ヒーローにヒーローに

消防団員消防団員 募集
消防団に入りたい、話を聞いてみたいという方消防団に入りたい、話を聞いてみたいという方
は、下記までご連絡ください。は、下記までご連絡ください。

滝川消防署管理課
℡ 23－ 1253

障
が
い
の
あ
る
方
の
相

談
支
援
員
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

会
社
が
消
防
団
の
活
動

に
理
解
を
示
し
、
協
力
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

現役の消防団員のお二人にお話を伺いました。現役の消防団員のお二人にお話を伺いました。

　東滝川に住んでいたときに、地域の方にとても親切　東滝川に住んでいたときに、地域の方にとても親切
にしていただいていたので、この地域のために貢献でにしていただいていたので、この地域のために貢献で
きることがしたいという思いから消防団に入団しましきることがしたいという思いから消防団に入団しまし
た。た。
　入団してから 13 年、仕事と消防団の活動との両立は、　入団してから 13 年、仕事と消防団の活動との両立は、
職場と家族の理解があって続けることができています。職場と家族の理解があって続けることができています。
　家族は操法訓練大会や出初式などイベントの際に、　家族は操法訓練大会や出初式などイベントの際に、
毎回応援に来てくれるので、消防団員として活動する毎回応援に来てくれるので、消防団員として活動する
姿を見せることができ、子どもたちに誇れるお父さん姿を見せることができ、子どもたちに誇れるお父さん
になることができたと思います。になることができたと思います。
　消防団員として活動していく中で、特に印象深い思　消防団員として活動していく中で、特に印象深い思
い出は、消防学校に通わせていただいたことです。消い出は、消防学校に通わせていただいたことです。消
防学校にはいろんな地域の消防団員の方がいて、普段防学校にはいろんな地域の消防団員の方がいて、普段
関わりのない地域の方々と交流することができるなど関わりのない地域の方々と交流することができるなど
貴重な経験をすることができました。貴重な経験をすることができました。
　また、今年は北海道操法訓練大会に出場したことも　また、今年は北海道操法訓練大会に出場したことも
印象深い出来事の一つです。大会に向け、週 4 回練習印象深い出来事の一つです。大会に向け、週 4 回練習
を重ね、技術を磨き、一つの目標に向け努力したことで、を重ね、技術を磨き、一つの目標に向け努力したことで、
メンバーとの絆も深まりました。メンバーとの絆も深まりました。

　10 年前に元女性分団員の方に勧誘をいただいたこと　10 年前に元女性分団員の方に勧誘をいただいたこと
があったのですが、当時は子どもも小さくお断りしまがあったのですが、当時は子どもも小さくお断りしま
した。した。
　しかし、そのことが心のどこかで引っかかっていて、　しかし、そのことが心のどこかで引っかかっていて、
子どもが大きくなったのをきっかけに社会貢献したい子どもが大きくなったのをきっかけに社会貢献したい
という思いから消防団に入団しました。という思いから消防団に入団しました。
　また、夫も 20 年ほど消防団員をやっていて、いき　また、夫も 20 年ほど消防団員をやっていて、いき
いきと地域の方と活動しているのをそばで見てきたのいきと地域の方と活動しているのをそばで見てきたの
で、自分も消防団員として活動してみたいと思ったので、自分も消防団員として活動してみたいと思ったの
もきっかけの一つです。もきっかけの一つです。
　消防団の仲間は、年齢や職種を問わずいろいろな方　消防団の仲間は、年齢や職種を問わずいろいろな方
がいて、交流することができます。がいて、交流することができます。
　イベントや訓練を通して、地域の方や消防団の仲間　イベントや訓練を通して、地域の方や消防団の仲間
との絆も深められ、一つの目標に向かって一丸となっとの絆も深められ、一つの目標に向かって一丸となっ
て取り組むことで達成感を味わうことができるのも魅て取り組むことで達成感を味わうことができるのも魅
力の一つです。力の一つです。
　先輩方は規律を重んじつつも、優しく丁寧に指導し　先輩方は規律を重んじつつも、優しく丁寧に指導し
てくれるので、新しく入ってくる方も気兼ねなく入ってくれるので、新しく入ってくる方も気兼ねなく入っ
てきてほしいです。てきてほしいです。

消防団歴 13 年消防団歴 13 年
第四分団員第四分団員

渡邉　久之渡邉　久之さんさん

江
部
乙
で
農
家
を
し
て

い
ま
す
。

訓
練
は
夕
方
か
ら
な
の

で
、
団
員
と
し
て
の
活
動

も
無
理
な
く
続
け
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

髙田　髙田　仰仰
あおぎあおぎ

さんさん

昨年入団した昨年入団した
女性分団員女性分団員

火
災
で
消
防
団
に
招
集
が
か
か
っ

た
と
き
に
、
ど
う
し
て
も
外
せ
な

い
用
事
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？


